
 

北九州市立夜間中学校設置基本計画（素案）に対する市民意見及び 

学校名募集の結果について 
 

１ 意見募集期間 

 令和 4 年 11 月 16 日（水曜日）から 12 月 15 日（木曜日） 

 

２ 意見提出状況 

（１） 意見提出者    ５２名 

（２） 提出数      153 件 

意見数 
  

計画への意見 学校名 

153 件 103 件 50 件（45 種） 

（３） 提出方法 

提出方法 持参 メール Web FAX 郵送 

件数（52 名） ３１ ９ ６ ５ １ 

（４） 計画への意見内訳 

内訳 
件数 

（103 件） 

計画全体にかかること １５  

本市における夜間中学校設置の必要性に関すること ３  

夜間中学校設置の基本計画に（素案）に関すること ８１  

 夜間中学校の理念  １  

 学校の概要  ８０  

その他 ４  

（５） 計画への意見反映結果 

内訳 件数 

基本計画に記載済 16  

基本計画に追加・修正する 10  

基本計画に追加・修正しない 73  

その他 4  

（６） 提出学校名 …資料１ 

 

３ 提出された意見の概要及びこれに対する市の考え方 …資料２ 

 

４ 学校名について 

 北九州市立ひまわり中学校 

〈選定理由〉 

・ひまわりは「北九州市の花」として、市民に広く認知されている 

・ひまわりの花言葉のように、「憧れ」や「情熱」をもって学ぶ夜間中学校の生徒が想起される 

・ひらがな表記とすることで、親しみやすさが表現できる。 

 

５ 北九州市立夜間中学校設置基本計画（最終案） …資料３ 

令和５年２月８日 

教 育 委 員 会 
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学校名 ふりがな 備考

1 北九州市立愛あい中学校 あいあい

2 北九州市立青葉学院夜間中学校 あおばがくいんやかん

3 北九州市立灯中学校 あかり

4 北九州市立明日香中学校 あすか

5 北九州市立あすなろ中学校 あすなろ

6 北九州市立いつでも中学校 いつでも

7 北九州市立初山踏中学校 ういやまぶみ

8 北九州市立海の見えるうしお夜間中学校 うみのみえるうしおやかん

9 北九州市立皆花中学校 かいか

10 北九州市立かがやき中学校 かがやき

11 北九州市立学友中学校 がくゆう

12 北九州市立菊亮あかり中学校 きくりょうあかり

13 北九州市立菊陵夜間中学校 きくりょうやかん 2件の提出あり

14 北九州市立キズナ中学校 きずな

15 北九州市立希望ヶ丘中学校 きぼうがおか

16 北九州市立共生中学校 きょうせい

17 北九州市立銀河中学校 ぎんが

18 北九州市立元気中学校 げんき

19 北九州市立光輝中学校 こうき

20 北九州市立小倉北夜間中学校 こくらきたやかん

21 北九州市立言の葉つむぎ中学校 ことのはつむぎ

22 北九州市立青春中学校 せいしゅん ３件の提出あり

23 北九州市立仲間中学校 なかま

24 北九州市立七つ星中学校 ななつぼし

25 北九州市立望みと光見中学校 のぞみとこうけん

26 北九州市立話す夜間中学校 はなすやかん

27 北九州市立ひまわり中学校 ひまわり ３件の提出あり

28 北九州市立ほしぞら中学校 ほしぞら

29 北九州市立蛍夜間中学校 ほたるやかん

30 北九州市立学ばナイト北九州中学校 まなばないときたきゅうしゅう

No.
学校名案

「北九州市立夜間中学校設置基本計画（素案）」
学校名募集の結果について

資料１
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31 北九州市立学びの丘のひふみ夜間中学校 まなびのおかのひふみやかん

32 北九州市立学びの朋中学校 まなびのとも

33 北九州市立学びの森中学校 まなびのもり

34 北九州市立学び舎サンフラワー中学校 まなびやさんふらわー

35 北九州市立学べるまちの銀河・すばる夜間中学校 まなべるまちのぎんかわ・すばるやかん

36 北九州市立みそら中学校 みそら

37 北九州市立みんなの中学校 みんなの

38 北九州市立夜間中学校 やかん

39 北九州市立夕方からの～中学校 ゆうがたからの

40 北九州市立よあけ中学校 よあけ

41 北九州市立陽光中学校 ようこう

42 北九州市立夜桜中学校 よざくら

43 北九州市立世学び舎中学校 よまなびや

44 北九州市立令和之中学校 れいわの

45 北九州市立わかばの森中学校 わかばのもり
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「北九州市立夜間中学校設置基本計画（素案）」に対する 

市民意見の概要及び本市の考え方（案） 

 
  

 
 

 
 

 

No. 意見の概要 本市の考え方 内容 
反映 
結果 

計画全体にかかること 

1 夜間中学校は「あってはならない学校

であり、なくてはならない学校」と言わ
れる。貧困やいじめで義務教育を受けら

れないことは許されず、夜間中学の存在
自体が問題である一方、現実はそのよう

な人が学びを望んでいる。必要悪だが学
び直しの場ができることは嬉しい。 

入学した人にとって、北九州市の夜間
中学校が「なくてはならない学校」であ

ってほしい。 

 本市の夜間中学の理念に掲

げた「学ぶことが楽しい」、
「学び続けたい」と思えると

ともに、「仲間といろいろな経
験」ができる学校になるよ

う、取組みを進めてまいりま
す。 

1 ③ 

2 学べる場所と集える場所を提供するこ

とはすばらしい。「この学校に出会えてよ
かった」と思って卒業できる学校になる

ことを願う。 

3 不登校の方や親に帯同して来日した外
国の方にとって、学校は勉強や社会性を

身につける場として大切である。 
夜間中学校の創設に賛同する。 

4 不安な面もあるが大きな一歩だ。 

5 「誰一人取り残さない社会」を実現す
るため、北九州市が先進的な学びの実現

に取り組むことをお祈り申し上げる。 

6 皆さんが楽しく勉強できるように。 

7 誰もが気軽に楽しく勉強出来るよう
に。 

8 色々な家庭環境、過程の方々が他者を
尊敬し、学び合える学校にできたらい

い。 

9 通う事が楽しくなる、あたたかさのあ

る学校である事を一番に望む。 

10 夜間中学校開設のご尽力に感謝する。 

11 一人で勉強できる力と人との交流を通

じて課題を解決する力の両方が学べる学
校を望む。 

 

【内容】 

1 趣旨や内容に対する賛意や共感を示す意見 
2 内容や表現に対して追加や修正を求める意見 

3 今後の進め方等に対する考え方を述べた意見 
4 その他の意見 

【反映結果】 
① 基本計画に記載済 

② 基本計画に追加・修正する 
③ 基本計画に追加・修正しない 

④ その他 

資料２ 
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No. 意見の概要 本市の考え方 内容 
反映 

結果 

12 市民はまだ夜間中学校を知らないと思

う。バス・モノレール・市民センターなど
で広く知らせてほしい。 

市民の皆様に夜間中学校を

知っていただくためのシンポ
ジウムやチラシなどを通じた

広報を行ってまいります。 

3 ③ 

13 北九州市が夜間中学校を設置する報道が
されてきているが、市や教育委員会から市

民への働きかけが少ないと思う。情報発信
を増やして市民と一緒に夜間中学校を作る

ことを考えてほしい。 

14 菊陵中学校の生徒との相乗効果を生むと

ともに、トラブルを防ぐ仕組みを検討すべ
き。 

菊陵中学校の校舎を使用す

ることから、両者の安全に配
慮してまいります。 

また、お互いを理解する取
組みも検討してまいります。 

3 ③ 

15 夜間中学が菊陵中学校の中で、「借りぐ
らし」状態にならないよう配慮して欲し

い。 

Ⅱ 本市における夜間中学校設置の必要性に関すること 

16 自主夜間学級での学びが楽しいです。 

私は学校に通っていなかったので、文字
がわからず、人と会いたくなかったです

が、今は友達も出来、話も出来るようにな
りました。 

自主夜間学級は、ボランテ

ィアなどで運営される民間の
夜間学級で、本市には穴生・

中学校「夜間学級」と城南中
学校「夜間学級」の 2 校があ

ります。 
自主夜間学級は、公立の夜

間中学校とは違った学びのニ
ーズがあると考えています。 

本市としても引き続き、自

主夜間学級への支援を行って
まいります。 

3 ③ 

17 想定より多くの応募があったときは、城
南や穴生の自主夜間学級を紹介してほし

い。 

18 穴生や城南の自主夜間学級がどうなるの
かが気になる。強制的に廃校にするなどし

ないでほしい。 

Ⅳ 夜間中学校設置の基本計画に（素案）に関すること 

1 夜間中学校の理念（夜間中学校は何を目指しますか、ゴールは何ですか） 

19 市内全域から受け入れる学校であるか
ら、予定地の文化に特化した学校にすべき

ではない。 

 貴重なご意見として承りま
す。 

3 ③ 
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No. 意見の概要 本市の考え方 内容 
反映 

結果 

2 学校の概要（どんな学校ですか） 

 (3) 校舎位置（どこにつくりますか） 

20 仲間と集う場所、自分たちの確実な居場

所として、1階に教室をつくってほしい。 

 施設を整備する上では、

様々な方が夜間中学校で学ぶ
ことを考え、バリアフリーに

配慮するとともに、多目的ト
イレなどの整備を進めてまい

ります。 
夜間中学校の教室は、施設

の都合上、3 階に設置するこ
ととしております。そのた

め、車いすを利用される方や
高齢で階段の上り下りが難し

い方の入学も考え、エレベー
ターの設置も検討しておりま

すが、これは設置に時間がか
かるため、開校時点では間に

合わない予定です。 
教室の備品や照明について

は、今後選定することとして
おりますので、いただいたご

意見を踏まえて検討を進めて
まいります。 

 いただいたご意見全てに対
応することは難しいですが、
夜間中学校の生徒にとって安

全で快適な学校施設となるよ
う取組みを進めてまいりま

す。 

3 ③ 

21 学校へ行く機会を失った生徒が「学校の

門」をくぐり、教室に入ることは精神的に
負担が大きい。また、障害のある生徒にも

学びやすい学習環境を提供する必要があ
り、開校から「壁」を作ってはいけない。 

夜間中学の生徒の動線を考え、校門をく
ぐり、下足箱、エントランスホールでの雑

談スペース、教室での学びなどを考えて、
1階を中心に教室を設置してほしい。 

22 学校に足を運ぶことで精一杯の人や階段
をのぼることが難しい生徒のため、1 階に

教室を設置してほしい。 

23 学校の床はすべてバリアフリーにしてい
ただきたい。 

24 生徒の中には高齢の方や身体に障害のあ
る方もいると思う。 

ついては、ユニバーサルデザインの視点
で学習環境の整備(教室までの段差の解

消・教室は下足室からできるだけ近いとこ
ろに）をお願いしたい。 

25 車椅子使用者、高齢の方、足や膝に痛み

がある人々にとって階段の上り下りは、不
可能または困難である。 

エレベーターと多目的トイレは不可欠。 

26 階段はエスカレーターにしてほしい。 

27 予算の問題はあると思うが、エレベータ
ーをできるだけ早くつけていただきたい。 

28 エレベーターを一年待つのが残念。開校
時点で間に合わせることはできないか。3

階まで上がるのは厳しい方もおられる。 

29 エレベーターの設置を開校時に間に合わ
せてほしい。 

30 バリアフリーとバリアの共存を考えるべ
き。バリアフリーだけが、高齢の方や障害

のある方にとって過ごしやすい訳ではな
い。段差が靴を履くのに役立つこともある。

生徒の意見をよく聞いて設計してほしい。 

31 定時制高校の方が「仕事から何も持たず

に来る生徒や授業が終わると仕事に行く生
徒がいる。だから私物を置けるロッカーを

用意した。」と言った。夜間中学校にはこ
のような備品が必要と考える。 
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No. 意見の概要 本市の考え方 内容 
反映 

結果 

32 夜間中学校の生徒に便利な設備や施策

は、昼間の生徒にも役に立つ。 
具体的には、昼間の教室の照明は雨の日

補助に使う程度であるため、夜間に明るさ
を保てるような照明施設が必要。 

暗くしてプロジェクターを映すには手元
の資料は見えるが、黒板周辺は暗いため照

明が必要。 
すでに暗い夜間の教室は、黒板、真ん

中、後ろに灯りが調整できる必要がある。
縦列でなく、横列で調節できるスイッチが

必要。 
また、夜間中学校の生徒は、学校生活を

取り戻すという気持ちがあると思う。黒板
がよい。コントラストの高い黒板は年長者

の目に優しい。 

    

33 教室で家庭科、技術、理科の勉強、作

業・実験をすることがあると思うので、コ
ンセント数など十分考えてほしい。 

34 備品について、通常の中学校の教室にあ
るモニターでは小さい。最大級のものがあ

れば後悔しない。また、昼間と違い保護ガ
ラスは学校仕様でなくてもいい。 

35 夜間中学校が開校されている時間は図書
室に司書等がいて夜間中学生も利用可能に
してほしい。授業が終わった後も利用でき

ることが望ましいが、夜間中学生と図書館
担当者が話し合う機会を作り、使いやすい

方法を講じてほしい。 
また、図書館ガイドツアーも実施してほ

しい。 

特別教室や図書室などは菊
陵中学校と共用の予定です。 

そのため、菊陵中学校と相

談しながら双方の生徒にとっ
てより良い使い方ができるよ

う検討を進めてまいります。 

3 ③ 

36 体育館の通常の照明は夜間で使うために

は暗いため、照明を増やすべき。古い仕様
の体育館は、舞台上手に照明スイッチがあ

り、消してすぐに入口まで暗闇になるた
め、入口で入切できるリレースイッチが必

要。 
校庭を開放しなくても、ナイター照明が

あった方がいい。ひびき高校は年長者が運
動場でウオーキング、若者は体育館でバス

ケをしていた。ナイター照明が準備できな
くてもいずれ必要なる。 

体育館については、夜間に

貸し出しを行う中で照明スイ
ッチなどの問題が出ていない

ことから、スイッチ位置の変
更などを行う予定は現在あり

ません。 
また、夜間の校庭の利用頻

度も低いものと想定されるこ
とから、ナイター照明を設置

する予定は現在ありません。 

3 ③ 

37 小倉北区高浜一丁目の JR 貨物の東小倉

に夜間中学校を設置し、JR 貨物が駅を設
置すれば交通の便の問題が解決する。 

 夜間中学校は、既存の学校

施設を活用することとしまし
た。 

3 ③ 
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2 学校の概要（どんな学校ですか） 

 (4)入学対象者（だれが通えますか） 

38 市外からも通えるようにすべき。 北九州市以外にお住まいの

方については、その自治体と
の協議が整えば受け入れたい

と考えております（費用負担
や支援策など）。 

3 ① 

39 入学条件については、北九州市民とする
ことは理解できる一方、夜間中学校は県内

に北九州市を入れても 2校しかない。住ま
いの自治体の縛りがあり、希望をしても入

学が叶わない方も多く存在するのではない
か。通学できる範囲を前提に、可能であれ

ば北九州市以外の自治体に住んでいる方に
も入学のチャンスを願う。 

40 市外からも入学できるようにすべき。 

41 北九州市近郊にも多くの対象者がいま

す。是非受け入れて下さい。 

42 条件を満たさない人の場合、排除するだ
けでなく「有料で受け入れること」を検討

したほうが良い。 

 夜間中学で学びたい人は、
できるだけ受け入れる方針で

す。詳しくは入学希望者全員
との面談で条件を確認しま

す。なお、授業料は無料で
す。 

3 ③ 

2 学校の概要（どんな学校ですか） 

 (6)授業方法（どうやって勉強しますか） 

43 ボランティアや退職教員を活用すべき。  ご意見を踏まえ、ボランテ
ィアの活用については、他都

市の状況なども含めて検討を
進める旨記載します。 
 

2 ② 

44 学力の差が大きいため、授業中にボラン

ティアが生徒をサポートする制度が必要。 

45 昼間の中学生は小学校の 6 年間で各教科

を学んでいるが、夜間中学校の生徒の多く

はその前提を持たず授業を理解できない人

が出る。不登校の人はその時期が異なり授

業を始める所もまちまち。 

そのため生徒をサポートする人が必要。 

46 地域のボランティア講師などをサポート
ボランティアとして受け入れれば、生徒に

とって勉強がよりわかりやすくなる。 

47 ボランティアを募れば、授業補助や通学

補助など様々なサポートができる。 
「あってはならない学校」を「なくては

ならない学校」にするためには、人と人が
交わった時に生じる”熱さ”が重要。 

48 他の小中学校で実施しているスクールサ
ポーターを募集し、地域で支える学校を実

現するとよい。 

49 一人一人に沿ったきめ細やかな学習のサ

ポートと、ニーズや年齢にあった教材につ
いては特に尽力していただきたい。 
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No. 意見の概要 本市の考え方 内容 
反映 

結果 

50 習熟度に合わせてカリキュラムが選べる

とよい。 

入学前に一人一人との面談

を通じて、これまでの学習履
歴を聞き、その生徒に合った

クラスやカリキュラムを編制
する予定です。 

3 ① 

51 学習できる場がきちんとでき、能力に合

った教育ができるように、上手にカリキュ
ラムが組めるとよい。 

52 学校で勉強したい人たち一人一人に合わ
せた学習を保障していただきたい。 

53 年齢も社会的背景も異なる生徒であるた
め、少人数のクラス編制をお願いしたい。 

54 入学した人の学力差、性にきちんと対応
できているかを確認してほしい。 

55 奈良、大阪などの公立夜間中学校を見

学・交流させていただいたが、学校は教員
で決まると感じた。生徒を指導する、教え

るではなく、生徒に寄り添える心の温かい
教員の配置をお願いしたい。 

 夜間中学校への教職員配置

については、他都市の取組み
も参考に、意欲ある教職員を

配置できるよう努めてまいり
ます。 

 また、教職員の「ワーク・
ライフ・バランス」の充実に

も配慮し、生徒と教職員がと
もに学び、成長できる学校づ

くりを目指します。 

3 ③ 

56 夜間中学校に学びに来る生徒の状況や学
力定着の観点から個別教科指導の場面が多

くなることが予想されるため、教科指導教
員の定数以上の配置を希望する。 

57 夜間中学校が素晴らしいものとなるため
には、そこで働く方のモチベーションと労

働条件・労働環境が鍵と考えている。夜間
中学校で働く教職員が意欲をもって働ける
ような勤務時間や労働環境の整備と「ワー

ク・ライフ・バランス」の確立のため、労
働者の代表からの様々な意見や要望に耳を

傾け、教育委員会で規則・規約を作ってい
ただきたい。 

いわゆる「ブラック労働」とならないよ
うにお願いしたい。 

58 自主夜間学級の生徒がよく使う筆順ソフ
トがある。全員が同時に使っても大丈夫な

高速インターネット環境が必要。 

学校で使用する端末やソフ
トは、現在の中学生が利用し

ているものを基本に決定する
予定です。 

通信環境についても、現在
の中学校と同等の整備を行う

予定です。 

3 ① 

59 インターネットでいつでもだれでも希望

する人が、データベース化された授業を繰
り返し受けられるようにすること。 

60 通信環境（Wi-Fi 等）を整えること。 

61 5 教科以外に、体育や美術などの授業を
取り入れてほしい。 コロナで下火になっ

ている活動や指導者の救済にもつながる。 

 5 教科（英語、国語、数
学、理科、社会）の他にも体

育なども行います。 
 具体的なカリキュラムや時

間割は今後、検討してまいり
ます。 

3 ① 

62 実地でしかできない授業は、開始時間に

配慮すること。 
仕事をしている方の場合、遅刻も予想さ

れるため 4 時限目に行うなどの配慮が必要
ではないか。 
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No. 意見の概要 本市の考え方 内容 
反映 

結果 

63 

生活困窮者には情報端末機器を貸与する

こと。 

 現在の中学校と同等に、1 人

1 台の学習者用端末を整備す
る予定です。 

3 ① 

2 学校の概要（どんな学校ですか） 

 (7)費用負担（お金はかかりますか） 

64 英検など公的に認められる資格保有者に
は、授業料を減免してはどうか。 

資格の有無にかかわらず、
夜間中学校は義務教育の中学

校であるため、授業料は無料
です。 

3 ③ 

2 学校の概要（どんな学校ですか） 

 (8)入学手続き（通いたい人はどこに連絡したらいいですか） 

65 入学に関しては、随時が望ましいと思

う。義務教育においては、本人の都合によ
り転入学がいつでもできる。 

入学は、春と秋の 2 回を予

定しています。 
体験入学などを通じて、夜

間中学校の学びを知る機会を
提供する予定です。 

3 ③ 

2 学校の概要（どんな学校ですか） 

 (9)進級（2年生、3 年生になるには） 

66 オンライン教育できるものはオンライン
教育を行い、レポートとテストを実施する

など、しっかり評価を行うよう期待する。 

授業については対面を基本
としますが、オンラインでの

授業も活用する予定です。 
学習度合いの評価について

は、生徒の学習意欲の向上に
つながるものになるよう他都
市の事例などを参考にしなが

ら検討してまいります。 

3 ③ 

2 学校の概要（どんな学校ですか） 

 (10)修業年限（何年間通えますか） 

67 修業年数は実質設けないほうが良い。 公立の夜間中学校であるた
め、一定の期間内で卒業を目

指していただきたいと考え、
修業年限の最長年数は、通常

の 2倍の「6 年」を目途とす
る旨記載します。 

また、安心して学びを進め
ていただきたいと考え、「個

別の相談に応じる」旨記載し
ます。 

2 ② 

68 修業年限の最長年数をできるだけ長くし

て、おおまかでも示してほしい。 

69 修業年限が 3 年とあるが、夜間中学で勉

強を再開する人にとって短い区切りは精神
的に不安になる。助走期間なしで中学の勉

強をするため、就学年限をもう少し長く決
め、「足りない場合は相談による」という

文も明記していただきたい。 

2 学校の概要（どんな学校ですか） 

 (11)卒業・進路指導（どうしたら卒業になりますか） 

70 卒業後の就職のサポートを強化していた
だきたい。 

卒業後の進路については、
進学や就職などニーズに合わ

せて相談ができるような体制
を整えてまいります。 

3 ③ 
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No. 意見の概要 本市の考え方 内容 
反映 

結果 

2 学校の概要（どんな学校ですか） 

 (12)日本語指導（日本語の読み書きは教えますか） 

71 日本語の理解が不十分、小学校の学習が

必要などの場合は、年数を大幅にとったコ
ースを別に設けたほうが良い。 

生徒の状況によって、中学

1～3 年生だけでなく、小学校
の勉強が必要な方向けのカリ

キュラムも検討してまいりま
す。 

また、日本語指導の教員も
配置し、授業を理解する上で

必要な日本語の授業を行いま
す。 

3 ③ 

72 日本語が分からず、読み書きができなく
ても、若い人なら日本語教育の専門家が教

えれば進度が早い。外国籍の学生の年齢や
滞日年数などで異なるが、進度によってレ

ベルや進級を早める、高校進学を望む人は
迅速・確実にする教育するシステムや配慮

が必要。 

73 日本語だけ学びたい人は受け入れないの

ではなく、様々な学科から日本語を学ぶ学
校とし、日本語のみで来られた人は責任を

負えないとしたほうが良い。 

2 学校の概要（どんな学校ですか） 

 (13)就学支援（お金のサポートはありますか） 

74 就学支援は手厚くして欲しい。 
貧困で文房具を買うことができない場合

の支援や学校行事にも参加できるようにす
べき。 

本市の就学援助や他都市の
事例を参考に制度を検討して

まいります。 

3 ③ 

2 学校の概要（どんな学校ですか） 

 (14)教育相談（学ぶ上での悩み事を聞いてくれますか） 

75 生徒は相談しにくいことを抱え込むこと

が多いので、相談を待つのではなく、顔色
や様子、欠席数などで声かけに積極的に取

り組んで、通って良かったと思える中学校
にしてほしい。 

教員だけでなく、スクール

カウンセラーやスクールソー
シャルワーカーなどの専門家

を配置することで、生徒一人
一人に合わせた相談しやすい

環境を目指します。 

3 ③ 

76 様々な事情を抱える人が夜間中学校に通

学することが考えられる。そのため、専門
的な知識のある支援者（カウンセラー、看

護師）などにいつでも相談できる体制を整
えてほしい。 

77 外国籍の生徒も在籍する可能性があるた
め、日本語指導員の配置や生活支援の面を

相談できる社会福祉士、心理カウンセラ
ー、福祉担当の市の行政職員などを配置す

ると、よりよい学校になる。 
いわゆる「教育と福祉をつなぐ」場に夜

間中学校が位置づけられるといい。 
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No. 意見の概要 本市の考え方 内容 
反映 

結果 

2 学校の概要（どんな学校ですか） 

 (15)通学方法（車やバイクで通えますか） 

78 生徒の中には高齢の方や経済的に不安を

抱えている方もおられることから、希望者
多数の場合は、小倉駅から夜間中学校まで

スクールバスを運行してほしい。 

夜間中学校は小倉駅や砂津

バスセンターから近いことか
ら、公共交通機関での通学を

推奨しております。 
また、学校の敷地も限られ

ているため、生徒用の駐車場
を設けることが難しい状況で

す。 

3 ③ 

79 高齢の方、障害のある方にスクールバス

を運行してほしい。 

80 通いやすい学校にするためには駐車場が

必要。 
仕事をしている現役世代や年長者で自家

用車を移動手段としている人に菊陵中学校
校内とその周辺に駐車場を新たに確保して

ほしい。 

81 労働者や高齢の方、子育て世代の方が夜
間中学校に学びに来ることを考えると、校

内に駐車スペースの設置は不可欠。 

82 公共交通機関でも、市の中心から離れた

地域のバス路線の夜間運行回数は本数がと
ても少ない。高齢の方や障害のある方でも

通学できるような工夫、または補償金を準
備して、多くの人が就学また勉学が続けら

れるようにすべき。 

公共交通を運営する事業者

に、夜間中学校の生徒に対し
て学割運賃が適用できるよう

協議を進めてまいります。 
また、夜間中学校の生徒が

下校する時間帯のバスの運行
についても検討を依頼してま
いります。 

3 ③ 

83 城南中学夜間学級にバスを利用している
が、20 時過ぎると、1時間に 1～2本と少

なく、授業が終わってバスの待ち時間が
50 分ほどもあり大変です。 

84 開校後、北門を開放、短距離でバス停に
アクセスできるようにすべき。菊陵中学校

を囲む車道は狭く、安全面を考慮すると北
門開放がいい。 

双方の学校の安全管理上、
生徒の出入りは正門を予定し

ております。 

3 ③ 

2 学校の概要（どんな学校ですか） 

 (16)学校給食（給食はありますか） 

85 夜の食事もあればいい。 夜間中学校は、年齢や国籍

も様々な生徒が通うことが想
定されることから、開校時点

で学校給食を提供する予定は
ありません。 

開校後に給食に対する生徒
のニーズや他都市の夜間中学

校の状況などを踏まえ、検討
を進めてまいります。 

3 ③ 

86 給食は、状況をみて検討となっているの
は、様々な要因から準備することが難しい

方もおられることからだと思う。 
ついては希望者を対象に、できるだけ早

急に給食を実施していただきたい。 

87 自主夜間学級のボランティアで週 5日

10 時に帰宅し夕食、2時就寝という生活が
続いた。給食がないと帰宅して食べるか、

パンや弁当を買って来て食べるかだが健康
的ではない。 

弁当給食でも良いので、手作りの給食を
準備してほしい。 
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No. 意見の概要 本市の考え方 内容 
反映 

結果 

88 給食が必要。仕事を終えて学校に来る人

や経済的に困難な人など給食があれば救い
になる。 

   

89 昼の中学校も給食があるので、夜間中学
校にも給食がほしい。 

90 給食及び給食時間を確保してほしい。 

91 給食は是非実現をお願いしたい。仕出し

弁当に即席の汁でよい。栄養のある食事
は、心も身体も満たしてくれる。 

「学ぶことは生きること。生きることは
学ぶこと」を支えるのが食事であり、帰宅

後の夕食は健康にもよくない。 

92 給食は健康管理や学校生活の楽しみとし

て重要。是非、実施してほしい。 

93 中学校教員をしていたが、給食が始まっ
てから生徒が健康になり、精神的にも安定

して驚いた。定時制高校と同様、栄養バラ
ンスがよく、温かいものを食べてほしい。 

94 夜間中学校に通学する生徒は、労働者や
子育てや家事に忙しい方、引きこもり生活

などで食生活が不安定だった方など、さま
ざまな環境の中、学びたいと学校の門をた

たいた人たちであり、夜間中学校はさまざ
まな人生を生きてこられた方々が一堂に会
して学びを深めあう場である。 

生徒同士の「つながり」や教職員との懇
談のためにも、夕食を食べるスペースと給

食の準備はお願いしたい。 

95 クラスメートと一緒に晩ご飯を食べるの

は貴重。働きながら通学する人は校舎に着
く前に食べる時間がない。朝と昼働き夜勉

学するといった働き盛りの人が、晩ご飯抜
きで勉強することの弊害を考えるべき。 

引きこもりだった人は家族以外の人との
会食は新しい経験にもなる。 

外国籍の人は、日本食に馴染む機会であ
り、日本人生徒にはクラスメートの国の食

文化を知る機会になる。 
北九州市の昼間の中学生に給食補助があ

るなら同じ補助をすべき。給食を学校で作
ることが難しい場合は弁当の可能性を考え

るべき。 
学校と弁当業者との間の話し合いを密に

して、開校時から給食を始めてほしい。 

96 学校行事や土曜日授業などを設定し、そ

こで給食を体験できる機会があればよい。 
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No. 意見の概要 本市の考え方 内容 
反映 

結果 

2 学校の概要（どんな学校ですか） 

 (17)学校行事（遠足や文化祭、修学旅行はありますか） 

97 行事として、遠足、修学旅行があった方

がいい。 
自主夜間学級で、ある生徒がバスハイク

のパンフを持ってきて、「登りやすい山で
すか」と尋ねられた。いろいろ聞くと「遠

足に行ったことがないので行ってみたい」
ということであった。そこから自主夜間学

級でも遠足と泊りがけの行事を持つように
なった。 

修学旅行、遠足は学校生活を取り戻すた
めにも必要。また、いのちのたび博物館な

どの見学もあると楽しい。 

遠足や文化祭、修学旅行に

は、現在の中学校と同じよう
にできるだけ工夫して行いま

す。 

3 ① 

98 文化祭などで昼間の学校と交流があると

いい。双方にプラスに働く。 
中庭や正門の花壇など夜間中学校の花壇

に提供していただいたらいい。                       

昼間の学校との交流につい

ては、どのような形が良いか
を含めて検討を進めてまいり

ます。 

3 ③ 

99 部活動を創設してほしい。  

コロナで下火になっている活動や指導者
の救済にもつながる。 

夜間に授業が行われるた

め、部活動の時間を設けるの
は難しいですが、開校後に生

徒の意見を聞きながら検討を
進めてまいります。 

3 ③ 

その他 

100 中高一貫校を検討し、3 年ではなく 6 年

間で解決することも検討してはどうか。高
校を併設した場合は、看護や介護、商業や

情報などとの併設や総合科など。高専との
併設もありなのではないか。さらには北九

州市立大学の付属中学高校一貫校という考
え方も可能ではないか。 

「義務教育の段階における

普通教育に相当する教育の機
会の確保等に関する法律」の

趣旨から、義務教育の機会を
提供するための学校として設

置します。 

4 ④ 

101 証明書の発行については条件を設けたほ
うが良い。 

卒業証明書の発行は現在の
中学校と同様の運用を検討し

ております。 

4 ④ 
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No. 意見の概要 本市の考え方 内容 
反映 

結果 

102 

学びを支える企業体の構築を検討しては

どうか。 
西鉄バスや JR 九州、JR 西日本、チャチ

ャタウン、上富野公民館、ファミリーマー
ト上富野店、シティホール小倉砂津には駐

車スペースとして１台分のスペースをそれ
ぞれ提供していただく。また、ポスターを

貼らせていただいて、ポスターには「西鉄
バスは、学びの実現を応援しています。」

のように明記できる。CM やチラシにも明
記でき、企業の社会貢献やイメージアップ

に使っていただくなど。 
西鉄バスには下校時のバスダイヤを工夫

していただくとともに、砂津営業所横の未
舗装の駐車スペースを貸していただく。調

理実習や物品の購入、遠足、修学旅行に
は、協力企業のバスや列車を使うようにす

るなど。 
学びを支えるまちづくりは企業体だけの

支援でなく、市民への浸透理解を広めると
考える。 

 まずは夜間中学校の周知を

市民・企業に対して行ってま
いります。 

その後、企業から夜間中学
校に対する支援の申し出があ

った場合には、内容を確認し
たうえで検討を進めてまいり

ます。 

4 ④ 

103 教育環境も施設環境も、北九州市の昼間
の中学生が享受していることを、夜間中学

校の生徒も全て享受できることが大前提で
ある。ある人は現在働いており税金を納め
ている、ある人は過去長い間働いて来て、

長きにわたって税金を納めている。その意
味では彼女たち・彼らは北九州市の教育行

政に貢献しているから、現役の中学生以上
の恩恵を受けてもいいと思う。 

貴重なご意見として承りま
す。 

4 ④ 
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